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旧高松市立美術館をふりかえって
-こことここも■｡竃tTー
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高松市美術館が現在の地に開館したのは1988(昭和63)年8月6日｡今

年で25周年を迎えます｡ところで､その高松市美術館がかつて観光名勝とし

て名高い栗林公園内にあったことをみなさんご存知でしょうか｡ 2013年第1期

常設展では､この旧高松市立美術館時代に収集されたコレクションが紹介さ

れています｡それに関連して､ここではまず旧美術館について振り返ります｡

戦時中､高松は空襲で大きな被害を受けましたが､地元の美術家たちは

戦後いちはやく制作を再開し､県下の美術活動はしだいに活発になっていき

ました｡やがて昭和24年に開催される｢高松観光大博覧会｣の科学館を博

覧会終了後､美術館として使用することが決まり､漆芸家･明石朴貢､磯井

如真をはじめとする県下美術家たちによる作品売上の寄付や､県下小中学

生からの寄付などの協力を得ながら､美術館建設が進められていきました｡

戦後の混乱期､地域が一体となり力を合わせて美術館の建設をサポートした

のです｡建物は高松出身の画家･猪熊弦一郎の紹介で建築家･山口文象(ぶ

んぞう)が設計しました｡

こうして旧高松市美術館は1949(昭和24)年11月3日に開館しました｡
展示風景(第9回日展､ 1953年)

戦後間もない頃に発足した美術館といえば1951年開館の神奈川県立近代

美術館が有名ですが､それよりも早い開館でした｡展示室の広さは今の高松市美術館の4分の1ほど｡現在と比べるとやや

コンパクトな展示室でした｡バリアフリーに対応した玄関スロープや自然光を取り入れた展示室などの充実した設備､そして

栗林公園の松の緑と調和した白い外壁のモダンな姿から､開館当初より全国から注目を集めました｡

旧美術館はその幕を閉じる1987 (昭和62)年11月30日までの38年間､展覧会や教育普及活動によって地域の人々から

愛され続けました｡入場者数は延べ420万人､美術講座受講者数は延べ35万人にのぼります｡この旧美術館時代に収集さ

東郷育児《聖道女》 1935年　高松市美術館蔵

れた作品は154点｡このたびの常設展では､現在では1500点を超えるコレクショ

ンの出発点となったこの旧美術館コレクションから代表的な日本画､洋

画､彫刻31点が展示されています｡ [佐々木真理子]

参考文献: 『三十八年史』高松市立美術館､ 1988年

つぎに､常設展出品作の中から東郷育児《聖道女》をご紹介します｡東郷

といえば､陶器のような肌をした美人画で人気を馳せたことで有名ですね｡もっ

とも､若干19歳で二科賞を受賞し､華々しく画壇にデビューした当時の絵はキュ

ビスムや未来派の影響を感じさせる前衛的な作風でした｡しかし24歳から7年

間パリに留学した後は､一変して前衛から自らが｢美人画｣と呼ぶ作風へと変

化していきました｡

《聖道女〉は､東郷育児が美人画を描き始めた比較的初期の作品ですが､

モダンな感覚と甘い拝惰性は､一世を風磨した独自のスタイルをすでに感じさ

せます｡東郷育児は｢だれにも親しまれ､しかも通俗ではなく高いものをもち

常に時代の先端を行く｣ (*)ことを理想としました｡ 80年近く前に描かれた

とは思えない､じつに瑞々しい魅力を放つ作品です｡ [鈴木典子]

(*) 『生誕100年記念　東郷育児展』産経新聞社､ 1988年､ p57



∴:* -:_-;-_-I---の主な活動…_ _　-_　-:_

★ボランティアcIVi (シウィ)による活動　轡学生ボランティアC■m■ (シミイ)による活動

｢かぎな皆野へようこそ-｣
開発好明氏出品発泡ステロ-抽作品準備及び制作

作品に使う材料は､高松市内の電気店や空調
会社などから提供してもらい集められた山のような発泡スチロール｡展覧会オープン前の1月中旬､3日間かけて発泡スチロールひとつひとつを拭きあげていきましたo作品づくりに必要な地道な作業です｡展覧会オープン4日前､いよいよ展示室で作品制作が始まりました｡初日は､作者の開発さんもボランティアの私達もやや緊張気味で言葉少なめo開発さんの指示に従いながら約2メートルの正方形にぴったりと収まるよう発泡スチロールを並べ､その後ホットボンドでしっかりと固定していきます｡完成に近づくにつれ開発さんも私達も会話が弾むようになりました｡人と人のコミュニケーションを

テーマにすることの多い開発さんのアートO　私自身上手く手伝えたとは言い難いですが､アートが作られていく現場の熱気をしっかりと感じることができた数日間でした｡
[鈴木典子]

これ?｣と､作品にやっと遭遇して驚かれる姿に私も二ンマリ｡渡辺おきむのポップな作品の前に来ると､たちまち皆さんは少女に｡
｢愛でる｣表情がどの方も印象的でした｡照

明を落とした最後の部屋で､神秘的な輝きを放っていたのが開発好明の《発泡苑》oエコとか社会問題を超えて作品そのものの美しきが胸を打ちますo難解だと言われがちな現代アートですが､まずはその入り口で｢きれい｣
｢おもしろい｣と素直に反応してくだざるお

客様の声は私たちを勇気づけます｡そしてその声こそ､ご案内する私たちへの
一番のご褒美だと感じた展覧会でした｡

[高木

由貴子]

｣ギャラリートーク風景
(照屋勇賢のコーナーにて)

☆
95ウショツ.フ｢ry.:苧カツ■フの率にかき蔑蛍界をつくる肇-｣紳講師…轟鰭寮◎開発好明氏)アシスタント

〕講堂に広げられた100平米の発泡スチロールと巡回中の警備員さん

｢今からみんなが向き合うのはこのマグ
カップの中ですQ　この中がみんなの宇宙o　この中に『あったらいいな』と思うものを粘土

｢かきな世界へ濃うすら品-｡5人
命ゲストやアーティストと芸術娼コレクションのすできな出会.いLギャラリート-チ

本展は､5人のゲスト･アーティストが｢小

さな世界｣をテーマに､それぞれの作品と当館コレクションとを組み合わせて創り出す展示空間を楽しんで頂くもの｡照屋勇貫が紙袋に出現させた都会的な森は､お客様の目も心も奪い､伊藤存の《しりとりおきもの》では､しりとりの解読に皆さん本気でチャレンジし､ある二人連れの女性の方などは､最後まで辿り着いたときに何とガッツポーズー･案内役が特に張り切ったのが須田悦弘のコーナー0　｢どこに-ええっ､

で作って入れてみよlrq開発好明さんのこの言葉から制作がスタートしました｡マグカップを覗き込んでは粘土から生み出されるタワーや家､動物やロケット=Qどれも

現実世界では自分より大きなものばかり｡それが手のひらに収まるくらい小さなオブジェとなってマグカップの中に出来上がりました｡陶芸用の粘土で作った作品は電気窯でマグカップごと焼いているので､マイカップとしてミルクをいれて飲むこともできます｡ミルクを飲み終えると､カップの底から現れる小さな世界｡旺盛な発想力とバイタリティにより国内外で様々なタイプの作品を発表し続ける開発さんらしいワークショップでした｡

〓昂松市美術館翠さやか]
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ワ-タシmツプ

rスイ-･ツニアコほ挑戦-･｣(講師‥童…締寮,b渡辺おY.]む
氏〓〆シスタント

美術の世界のみならず､テレビや雑誌など
幅広い舞台で活躍中の｢スイーツ･アートの王子｣　こと渡辺おきむさん｡オブジェをデコレーションで埋め尽くし､すべてをカワイイものに変身させる渡辺王子の芸術に魅了されてか､甘いマスクの王子から直々に指導してもらえる喜びからか､電話による参加募集は開始から柑分で満席になる人気ぶり｡幸運な参加者の子供たちは､王子秘伝のデコテクを駆使して､フォトフレームにそれぞれ思い思

いの楽しいスイーツ･デコを施し､会場として使用した体重中の喫茶室には､ひさびさにお菓子の記憶が蘇ったのでした｡
[高松市美術

館牧野裕二]

一渡辺おきむ氏と参加した子どもたち･耳　∴
今回の伊藤存さんのワークショップは､

お絵かきoそしてテーマは繋がる顔､顔､



誠酢駁亀‥

物としてもおもしろい!と言っていただきました｡今回の取材で結成当時の話は3期募集の私にとって改めて聞く機会となり､初期のメンバーはシヴイの宝!シヴイがシヴイを支えてるんだ-･と､もっとも大切なことに気づくことができましたo　　　[三好ひさこ]

2013年2月25日の大分合同新聞文化面に私たちシヴイの活
動が紹介されました｡｢社会参画し､自己啓発｣　｢ボランティアこそ一番の宝｣との見出しがおどる記事を書いて下さったのは､鳴門教育大学大学院　山木朝彦教授です｡山木教授は大分合同新聞に美術教育の普及に関して連載しておられ､美術館ボランティアに興味を持ち当館に取材に来られました｡1月1 4日取材があり､シヴイからは私を含め池田さん､山上さんの3名､そして牧野学芸員で色々質問を受けました｡シヴイ結成当時の話やボランティア養成講座の思い出､印象に残った展示や作家､またシヴイが企画展のギャラリートークをどのように準備しているか等々話をしました｡山木教授は｢しびの-と｣を創刊号からKl号まで読み込んでおられて､ボランティアの活動記録という役目以外にも読み

☆
由寒朗援教授g:幣門韓竃東学)｢美浦館で発雷普及6;J･いま外患Jh東野合同斯閤にで--響-舜藷動静紹介雷艶愚

う自分と他者の顔､そしてその間をつなぐ複数の顔を描いた参加者と伊藤存氏

された存さんの作品は､個性や感情を極力排除して等価値で並ぶ《しりとりおきもの》と､自分の意志が介入する《人的な潮のドローイング》｡存さんいわく､シーソーの対極にある二つの作品の間に入ってシーソーの支点をずらしてくれるようなワークショップをしたい､自他の区別をなくしたいという存さんの目論見でしたが､｢子どもたちが良い絵を描いてくれて､予想以上に良いワークショップになった｣　と感想を話されていました｡　　　　　　[池田幸子]

顔- ｡参加者が一つの輪になって全員右側の人の似顔絵を描き､左側の人が描いてくれた自分の似顔絵との間を数枚の絵で近づけていくというもの｡出来上がった絵をすべて写真に撮って､パソコンで編集してパラパラ漫画のように順番に映すと､参加者全員の似顔絵のエンドレスしりとり(?)の出来上がり!展覧会に出品

*
禽風脚診㊥診@
美術館の某氏から｢こんなのあるよ-｣とある資料を見せてもらいました｡それは高松市美術館コレクション貸出数ランキングで､開館

してから25年間の作品ごとの貸し出し回数が､多いものから順に書き出されているのでした｡これは面白い!ということで､そのなかの

ベスト3をここに発表します｡

まず1位は｢やはり｣というべきか､田中敦子《電機服》 1956･86年(貸出回数11回)｡作者は駅でネオン看板を眺めた時に｢ネオンみたいな服を作っ

田中敦子《電気服》 1956 ･ 86年

高松市美術館蔵

たらどうか｣と思い､大量の電球が点滅するこの作品を制作しました｡世界各地を旅しており､今現在は(こ

の号の他の記事でも触れているように) NYで光と熱を出して頑張っています｡ 2位は高松次郎《影No294》

1970年(9回)o　同じく｢影｣シリーズの代表作である《影の圧搾》 1965年(6回､ 4位)よりも上位なの

はやや意外です｡《影No294》の方が先に収蔵されたからかもしれません｡ 2位はもう1点あります｡マルセル･

デュシャン《し.H.0.0.Q≫ 1964年(9回)ですo 《モナリザ》の複製に鉛筆でヒゲを描き加え､それを作品と

して発表したいわくつきの作品ですが､ 20世紀における美術の革命家のひとりであるデュシャンの代表作と

いうことで堂々の2位です｡ 3位は同じくデュシャン《ひげをそったLH.0.0.Q》 1965年(8回)0 ｢ヒゲあり｣

に惜しくも1票差で抜かれました｡

続いて圏外から､個人的に気になった作品をご紹介しましょう｡まず6位森村泰昌《肖像げァン･ゴッホ)》

1985年(4回)0　日本の美術界で変身系ア-卜の第｢人著と言えばこのお方o　自分の姿を何かに変身させる

出発点となった記念碑的作品です｡もう1つの6位は福田美蘭《ゼフイロスから見たクロリスとフローラと三

美神》 1992年(4回)｡基になったのはポッティチエり　《春(ラ･プリマヴエーラ)》｡この名画の右端に描か

れた西風の神ゼフイロスの目線で描かれています｡絵に描かれた人物が見ているであろう光景を想像し､画

家のタッチを模倣して描いた愉快な作品ですo ｢名画｣に介入するタイプの2作品が仲良く6位というのは何と

も微笑ましい限りです｡そして7位のイサム･ノグチ《山つくり》 1982年(3回)｡折り曲げた2つの金属板

を組み合わせた､いたってシンプルな作品で､どこか折り紙を連想させます｡いつも美術館の常設展示室前

で来館者をお出迎えしている印象がありますが､美術館から出かけたことがあったのですね｡ちなみに､ 《山

つくり》の傍にあるオーギュスト･ロダン《オルフェ》も他館への貸し出しで台座から降りてお出かけしたこ

とがあるそうです｡

以上､貸出人気ランキングのコーナーでした｡美術館の常設展示室などでこれらの作品と出会ったら､ぜ

ひ(心の中で)盛大な拍手を!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[佐々木真理子]

わき程のひとりごと
どこからか哀調を帯びた笛の音がします｡あたりを見回すと､あろうことかここはうっそうとした密林｡

<私>の上で長い髪の女はまだまどろんでいます｡ <私>は何処にいるのかって?何を隠そう､ ｢何で

密林にお前がいるのか｣と､皆に不思議がられる存在の､赤いビロードの長椅子が<私>です｡

こんなジャングルに女と長椅子を連れてきた張本人はパリから一歩も出たことのない画家アンリ･ル

ソー｡ 1910年､ルソー晩年の年に､絵具代もままならない貧困の中で《夢》は描かれました｡画家は

この作品を3月に出品し､その半年後にあっけなく病死してしまいます｡最晩年の傑作となったこの絵

には､彼自身の夢のすべてが盛り込まれています｡昼の名残りの､青みを残す空には鏡面のような月が

出ています｡その月明かりを頼りに密林に目をこらすと､異国の植物がしっとりと密生し､花は甘やかに､

熟した実は誘惑の香りを放っています｡獣も鳥も､笛の音に誘われて密林の奥から姿を見せたのでしょ

うか｡笛を吹いていたのは目に光を宿す黒い肌をした人o　彼らはあくまでも<私>の上に君臨する女､

すなわち女神のしもべで､すべてが彼女の夢のために存在するのです0

さて､夢とうつつを漂っていた女神は､ <私>に預けていた体をおもむろにおこすと､左腕をゆっく

りとあげ､密林の向こうを少し緊張を持って指さしたのですo　その向こうには.･lo　何が見えたのって?

それはと･三･ツ-｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[高木由貴子]

アンリ･ルソー《夢》 1910年

ニューヨーク近代美術館蔵



高松市美術館コレクション､ニューヨークへ行く!
｢TOKYO 1955-1970A NEWAVANTGARDE｣

MoMA搬入口からトラックに積んだ作品を

搬入するところo

間所沙織《神話･神々のタンジョウ》の展
示をするキュレーターのドリアン･チョン氏

(中央)とハンドラー(展示作業員)｡

高松市美術館コレクションが2012年11月18日～ 2013年2月25日､ニューヨーク近代

美術館(MoMA)の企画展｢TOKYO 1955-1970 A NEW AVANTGARDE｣に出品されました｡

この展覧会は､戦後日本の経済成長期に展開した工ネルギシュな前衛芸術の諸相を､

MoMAコレクションと日本各地の美術館などから集めた300点以上の作品により検証する

意欲的な企画で､当館からは荒川修作､河口龍夫､山口勝弘など9作家の作品13点が出

品されました｡この出品点数は､日本の美術館としては東京都現代美術館に次いで多いと

のことで､当館の戦後日本現代美術のコレクションが｢モダン･アートの殿堂｣のMoMA

で展示されたことは大変栄誉なことといえますo

作品の輸送及び展示に際しては､ MoMAの要請により各地の美術館から学芸員が派遣

され､高松市美術館からもわたくし牧野が飛行機輸送の添乗､ MoMAでの点検･展示な

どのいわゆる｢クーリエ｣と呼ばれる一連の作品随行作業を行ないました(空港倉庫での

パレット積み込み/積み下ろし時の立会いの寒いこと!その他色々貴重な体験をさせていた

だきました)｡作品輸送はちょうどハリケーン｢サンディ｣がアメリカ本土を襲撃した時期と

重なり､ NYの空港閉鎖に伴いフライトが数日間欠航となるなど､波乱の幕開けとなりまし

たが､予定より数日遅れで作品を運んだ後は､ MoMAでの展示も順調に進み､無事13点

の作品展示を終えることができました｡ハリケーンでしばらく足止めを食らった時は､本当

に作品とともにNYに行けるのだろうか?と､度重なる試練を経てNYにたどり着く､かつ

ての｢ウルトラクイズ｣参加者のような不安な心境に陥ったものでした-0

ちなみに同展の入場者数はというと- MoMAでは常時､収蔵品展のほか複数の企画展

河口龍夫《無限空間におけるオブジェとイメージの相関関　山口勝弘《Slgn Pole〉｡山口と河口の光る作品2点は展

係又は8色の球体》が無事点灯し､喜ぶ関係者一同｡　　覧会場入口に設置され､来場者を出迎えた｡

MoMA近くにあるロバート･インディアナ

《LOVE》｡雪化米庄姿も魅力的｡

美術館ボランティア｢⊂ivi

(シヴィ)｣によるギャラリー

トークは､特別展会期中の

毎日曜日および祝日の午前

11時～､午後2時～の1日2回､

2階展示室にて行います｡

を開催しており､個々にカウ

ントをしているわけではない

そうですが､同展開催期間

中の総入場者数はなんと､

およそ50万人!そのうちの何

軌かの方に当館コレクショ

ン､そして日本の現代美術を

見てもらえたというのは､何

とも嬉しい限りです｡

また､ 2013年2月15日～

5月8日には同じくNYにある

グッゲンハイム美術館にて日

本の戦後美術を代表するグ

ループ｢具体｣を紹介する

展覧会｢Gutai:Splendid Playground｣が開催され､こちらにも当館の田中敦子《電気服》

が貸し出されました｡ところで､ NYではSUSHlはいまや食事の基本アイテムの一つとなっ

ていて､スーパーでも普通に売られているほどです(わりと高価)｡最近はRAMENが人気で､

私も何度か食べました｡アメリカではここ最近日本現代美術の紹介が相次いでいますが､

これまで欧米で周縁的な存在としてしか語られてこなかった日本現代美術が､ SUSH】や

RAMENのようにメジャーな存在となる日もそう遠くはないのかもしれません｡

[高松市美術館学芸員牧野裕二]

暮r湧気を出して一歩前へ踏み出してみようfJ新聞広告に

掲載されたその言葉が､私に贈られたように患えました｡こ

の春､仕事において5年ぶりの異動を経験しましたo新し

い環境が新しい緑を呼ぶのだから､今を楽しみながら前進

したいと思いますo [佐々木真理子]

)照崖勇賢のトイレロールの芯を使った作品､なんて美し

いことo我が家に緑あってきたトイレロールは使い終わると

すぐにゴミ箱行き｡これもうんと緑があったと許してね｡

[鈴木典子]

Zルソーの《夢〉のせいか､手近な密林､高知の牧野植物

園温室を訪ねてみたくなりましたo長椅子はまきか無いで

しょうが-. [高木由貴子]

■今年は開館25周年の節目の年｡ 2回目の瀬戸内国際芸

術祭とも重なり､祝祭的なムードが漂います｡これまでの
25年間を振り返りつつ､未来(ひとまずは､これからの25年)

にむゆて､美浦館はどうあるべきか､何をすべきかを考え

ながら､仕事をしそいきたいと思います｡といっても､結局

は仕事にドタバタ追い回されるl年になるのでしょうが日.0

〔高松市美術館学芸鼻牧野裕二】
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